
林原美術館本館、東蔵、中蔵、西蔵、長屋門

指定区分 国登録有形文化財（建造物）

読みかた
はやしばらびじゅつかんほんかん、ひがし
ぐら、なかぐら、にしぐら、ながやもん

所在地 岡山市北区丸の内

登録年月日 令和5年8月7日

解説

岡山城二の丸跡に建つ。本館は、日本の
モダニズム建築を牽引した前川國男設計
の鉄筋コンクリート造で、昭和38（1963）年
建築。中庭を中心として回遊性を重視した
平面計画や外壁の焼過煉瓦（やきすぎれ
んが）等、意匠的・技術的にも後の前川の
作品に通じる建築。長屋門は江戸時代末
期、東蔵と中蔵は明治前期、西蔵は明治
14（1881）年建築で、いずれも土蔵造本瓦
葺。元は現ルネスホール向かい側付近に
あった生坂藩池田家の生坂向邸（いくさか
むかいやしき）を、明治42年頃に現地へ移
築した。武家屋敷の姿を伝え、生坂藩池
田家の遺構としても貴重。

アクセス方法

JR岡山駅から徒歩25分、岡電バス・宇野
バス・循環バスめぐりん「県庁前」下車徒
歩3分、市内路面電車「県庁通」　下車徒
歩7分

公開状況

入館10:00～17:00（受付16：30迄）、有料、
休館：月曜（祝日等休日の場合は翌日）・
年末年始
※公開は本館のみ

設備

備考

本 館

東 蔵

長屋門

※写真提供：ナガセヴィータ株式会社



していくぶん
（指定区分）

国登録有形文化財（建造物）

ぶんかざいめい
（文化財名）

林原美術館本館、東蔵、中蔵、西蔵、長屋
門

よみかた
はやしばらびじゅつかんほんかん、ひがし
ぐら、なかぐら、にしぐら、ながやもん

しょざいち
（所在地）

岡山市北区丸の内

とうろくしたひ
（登録した日）

令和5年8月7日

せつめい

岡山城二の丸跡に建つ美術館です。本館
は昭和38（1963）年に建てられました。設
計は戦後日本の近代建築界のリーダー的
な建築家前川國男（まえかわくにお）です。
鉄筋コンクリートで造られ、中庭を口の字
型に取り囲む平面形や外壁を「焼過煉瓦
（やきすぎれんが）」で飾る特色は、彼の作
風がよく現れた建物として貴重です。長屋
門は江戸時代終わり頃、３棟の蔵は明治
時代に建てられた歴史的価値の高い建物
です。元は、岡山藩主池田家の分家であ
る生坂藩（いくさかはん）池田家の生坂向
邸（いくさかむかいやしき）を明治42年頃に
移築したもので、武家屋敷（ぶけやしき）の
姿を伝えるものとして貴重です。

きっずページ

本 館

東 蔵

長屋門

※写真提供：ナガセヴィータ株式会社


